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[研究背景]  

イオン風(加速された荷電粒子の流れによって誘起される空気の流れ)は、冷却装置、送風機および

電気集塵装置等に、送風ファンのような機械的な機構に代わるものとして、古くから利用されて

きた。このイオン風により大気中の浮遊粒子（大気エアロゾル粒子）をイオン化し捕集すること

が可能である。しかしながら、大気中でどのようなイオンが、どのような時間・空間分布で発生

し、エアロゾル粒子がどのように帯電するか等、粒子捕集機構の詳細は、明らかにされていない。

本研究では、イオン風による大気エアロゾル粒子捕集機構を明らかにすることを目的とし、小型

のイオン風生成エアロゾル捕集装置を作成し、その諸特性について解析を行った。 

[実験内容]  

本研究では、針電極と平板電極を組み合わせたイオン風発生装置を作成し、針電極に高電圧を印

加電極、平板電極を接地電極とすることで針電極先端から接地電極へと流れるイオン風を生成す

る。針電極には、手芸針を用い、接地電極には、1×5cm
2 の大きさの平面電極を用いた。針電極

先端と接地電極間の距離および印加電圧波形を変えてイオン風発生の最適化を行い、かつ、イオ

ン風発生装置および微粒子測定装置を密閉容器(40×40×70cm
3
)に入れて、密閉容器内微粒子の捕

集効率を測定も行った。 

[実験結果]  

右図は、容器内の 0.3μm微粒子の個数密度

の時間変化を測定し、実験開始時の初期微

粒子個数密度により規格化した相対的微粒

子密度の時間変化を示したものである。こ

の例では、捕集装置に 3本の針電極を用い、

電極間距離は 1cmに設定し、+8kVの直流電

圧を印加している。黒線はイオン風発生装

置を OFF に、赤線はイオン発生装置を ON

にした場合である。イオン風発生装置が OFFの

場合、容器内の相対的微粒子密度は、重力によ

る落下のため、緩やかに下降しているが、イオ

ン風発生装置を稼働した場合の相対的微粒子密度は、測定開始時より急激に下降し、20分以内に

容器内の微粒子密度がほぼ 0となっていることが分かる。 
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図：イオン風生成エアロゾル粒子捕集装置による

0.3μmの微粒子密度の時間変化（赤線） 
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